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Ⅰ 背景

子供を取り巻くメディ ア環境の 変化は著し い
｡ 子

供にと っ て身近なメディ アとい えば, テ レ ビ,
マ ン

ガ本, 図書, 新聞などであり, 近年それに加えて 高

度情報通信社会を支えるメディ ア の代表格 であるイ

ン タ ー ネ ッ トが加わ っ てきた｡ 総務省 『平成1 4 年度

｢通信利用動向調査｣ の 結果』 によれば, 平成1 4 年

度末にお けるインタ ー ネ ッ ト利用者数は6 94 2 万人 で

アメリカ に次い で世界第 2 位であるとい う｡ 人口普

及率で は5 0 % を越え, 2 人に
一 人がイ ンタ ー ネ ッ ト

を使う時代が到来した ｡ 国際的に見て も日本におけ

るイ ン タ
ー

ネ ッ ト の 発展は著 しい
｡ 平成1 1 年度 の

｢ ミ レ ニ アム ･

プ ロ ジ ェ クト｣ にお い て ｢ 教育の情

報化｣ の 方針が打ち出され て おり, 2 0 0 1 年度末を

も っ て全て の 公立小中高等学校等がインタ ー

ネ ッ ト

に接続された｡ 2005 年度には全て の学級の あらゆる

授業にお い て教員及び生徒が コ ン ピ ュ
ー

タを活用 で

きる環境を整備する ことが目標とされ, コ ン ピ ュ
ー

タを用 い て指導 で きる教員を1 0 0 % にする べ く教員

研修も急ピ ッ チ で進ん で い る ｡ イ ン タ ー ネ ッ トと並

び急速 に普及して い るの が携帯電話 である｡ 現在の

携帯電話は ,
｢ 持ち運 べ る電話機｣ と い うより は ｢ 超

小型 の マ ル チ メ デ ィ ア ･ ネ ッ ト ワ
ー

ク端末｣ と でも

呼んだ方がふ さわ し い
. イ ン タ

ー ネ ッ ト の ホ ー ム

ペ ー ジ情報を参照する機能, メ ー ル の 送受信機能,

画像 の 送受信機能 の 進歩は著 しい
｡ 以前 の デジ タ

ル ･ ス チ ル ･

カメ ラとほぼ同等 の高画質 の写真を撮

影でき, 動画さえも送受信できるようになり つ つ あ

る｡

インタ ー

ネ ッ トや携帯電話に代表されるディ ジタ

ル ･ メディ ア の最大 の特徴は ｢ 情報 の 双方向性｣ で

ある｡ 従来の メディ ア, 例えば本や新聞は, マ ス コ

ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン であり, 情報の 受け手と送り手が

明瞭に区別され てきた. ディ ジタル 化された コ ミ ュ

ニ ケ ー シ ョ ン メディ アで あるインタ ー ネ ッ トは安価

にか つ 広範囲に情報を公開する ことが可能 であり,

誰もが手軽に情報の 受け手にも送り手にもなれる｡

こ の ことは, 不適切な発言内容であ っ て も瞬時に広

が っ て しまうという問題もはらん で い る｡ また, イ

ンタ ー ネ ッ トの急速な普及はそれ - の 過度な依存に

よりイ ンタ ー ネ ッ トの持 つ 仮想空間に利用者が埋没

し, 仮想空間と現実空間の 区別が暖昧にな っ たり,

仮想空間 の 中で しか コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン できなく

な っ たりする こと - の 危険性が指摘されて い る ( 生

田 ･ 木原199 9) 0

こう い っ た新 しい メディ ア の 登場とともに常に問

題になるの がメディ ア ･ リテ ラ シ
ー

で ある
｡ リテラ

シ ー とは本来 ｢ 文字 の読み書き能力｣ を意味するも
の で あ っ た

｡ 出版や印刷 の 技術 の 発展に伴 っ て 文字
の 読み書き能力が必須 の も の とな っ て い き, そ の 教

育に対する要請が高ま っ てきたわけである｡
つ い で

映像 メ デ ィ ア で ある テ レ ビ の 出現 に よ っ て映像視聴
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能力 の概念が指摘され, さらに電子メデ ィ ア で ある

コ ン ピ ュ
ー タにより コ ン ピ ュ

ー

タリテ ラ シ
ー

が, さ

らに は情報ネ ッ トワ
ー

ク の 発達 に より情報リテ ラ

シ ー が 指 摘 され る よ う に な っ た と い う ( 生 田

2 0 0 0 a) ｡ 大量な情報を時間 ｡ 空間の制限なく双方向

で やり取り で きる情報ネ ッ トワ
ー

ク時代 の メ ディ

ア
｡

リテラ シ
ー

は, 情報理解能力, メディ アを使う

能 九 メディ アを構成する能力に加え, メディ ア を

批判的に読むと い っ た複合的な能力を要求し て い

る ｡

こ の ような新しい メディ ア
｡ リテラ シ ー が要求さ

れる時代を生きる子どもたちは, 電子メディ ア であ

るイ ン タ
ー ネ ッ トや, 活字メディ ア で ある新聞, 本,

映像メディ ア で あるテ レ ビや映画をど の ように捉え

て い る の だろうか｡ また, その ようなメディ ア に対

する態度は, 社会的, 文化的背景によ っ て 異な っ て

い る の だ ろうか｡ 例えば中国にお い て は19 8 0 年代か

らメディ アの 普及は急速に進展して おり, 教育にも

メ ディ ア の 利用が取り入れられ つ つ ある｡ 実践能力

と創造能力を中心とした ｢ 素質教育｣ にお い てtも

多様な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン メディ アを活用する こと

が期待されて い る｡

異なる社会的, 文化的背景をも つ 子どもが , メ

ディ ア に対 して どの ような態度をとる の か に つ い

て , 生田
｡ 呉 (2 0 0 1) は日本と中国の 小学生を比較

し, 電子メディ ア, 活字メディ ア, 映像メディ アに

分けて 日本と中国の小学生の メデ ィ アに対する態度

の 特徴を明らか に して い る ｡ しか し, そ の特徴が発

達的にどの ように変化して い るか, 例えば中学校段

階におけるメディ アに対する態度の 比較とい っ た こ

とは行われて い な い
｡ 新し い メディ ア の普及の 過渡

期にお い て , 基礎的知見がそれほ ど蓄積されて い る

わけで はない ｡

‡ 目的

本研究は, 文化的 , 社会的背景が 異 なる日本と中

国 の 中学生 が メ デ ィ ア に 対 し て ど の ような態度を

持 っ て い るか を把握 し, 彼らが形成する新 し い メ

デ ィ ア
｡

リ テ ラ シ
ー

- の 基礎的知見を得る こ とを目

的 とする｡

メ デ ィ ア に 対する態度 の 調査でをも 絵画投影法を

採用するo 絵画投影法は, F U R U (1 9 7 1) や生田ら

(1 9 8 8) が , テ レ ビ な ど の マ ス メ デ ィ アやゲ
ー ム 用

コ ン ピ ュ
ー タ に対す る 子ども の 態度を研究する際に

採用 し て きた方法で ある｡ こ の 方法 は メ デ ィ ア を文

字や文章で はなく略図 で提示 し, それを手が か り に

メディ ア - の 態度を表明するやり方で あるo
こ の 方

法を用 い る こ とにより, 被験者 の 持つ 潜在的な意識

が絵画に投影され, より深 いとこ ろ で態度が把握さ

れると期待できる ( 生田20 00 b) 0
F U R び (1 9 7 1) お

よび生田ら (1 9 8 8) の研究 の 結果, メデ ィ ア に対し

て 子どもは肯定的な態度と否定的な態度 の 両方を有

して おり, ア ン ビバ レ ン ス な感情を有し て い る こと

が明らか にな っ て い るが, こうい っ た研究成果との

比較 の ため にもイ ンタ ー ネ ッ トや携帯電話など の

I C T による新しい メディ ア活動を加えた絵画投影法

よる調査が必要で ある｡

Ⅲ 方法

1 調査対象及び実施時期

調査対象は, 日本と中国の中学生を対象とした｡

中国に つ い て は4 9 8 名 ( 4 校) , 日本に つ い て は4 2 6 7

餐 (1 4 校) で , 計4 7 6 5 名を対象とした ｡ 調査は2 0 0 0

年 9 月から2 0 0 1 年 2 月 にかけて実施した
｡

2 調査方法

メデ ィ ア に対する態度を絵画投影法 に より調査す

る｡ 絵画投影法とは,
｢ 映画を見る｣ ,

｢ 新聞を読む｣

と い っ たメデ ィ ア行動の 複数の絵を示 し,
｢ 世 の 中

の こ とがよくわかるようになる｣ とい っ た調査項目

に最も当 て はまるメディ ア行動を 1 つ 選択させるも

の で ある｡ 今回の 調査で は, 生 田
･ 木原 (1 9 9 9) の

方法を採用するo こ の 方法は, F U R U (1 9 7 1) の 調

査の 枠組み (肯定的態度と否定的態度, さらに肯定

的態度に つ い て は認知的要因と情動的要因) を
一

部

修正 し, 新たにイン タ ー ネ ッ ト利用 の 社会性 (賞賛

欲求 の充足, コ ミ ュ ニ テ ィ 感覚の醸成) を考慮 した

項目を加えたも の で , 4 6 項目からなる｡

メデ ィ ア行動に つ い て は, デU R U (1 9 71) による

6 つ にイン タ
- ネ ッ ト利用及び携帯電話 の 利用を加

え,
｢ 映画を見る｣ ,

｢ 新聞を読む｣ ,
｢ マ ン ガを読む｣ ,

｢ 本を読む｣ ,
｢ テ レ ビ を見る｣ ,

｢ 友達と会話 をす

る｣ ,
｢ イ ン タ

ー ネ ッ トを使う｣ ,
｢ 携帯電話を使う｣

と い う 8 つ の メ デ ィ ア行動を取り上をヂる o 絵画そ の

も の は, 画風を揃えるため に 8 つ の 絵画す べ て を新

た に描きなお し た ｡ それ らの 絵画と メ デ ィ ア 行動と

の 整合性 に つ い て は, 調査 と並行し て 対象と し た児

童以外 の 子供 に 8 つ の 絵画を示 し,
｢ 何を し て い る

と こ ろか｣ を自由記述 で 質問 し, 絵画 の 妥当性を確

認 し た
｡

それ に よ ると, す べ て の 絵画 に つ い て ,
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9 0 % 以上 の 子供がそ こ で示されるメディ ア行動を正

しく把握 し て おり, 本調査 で採用する 8 つ の 絵画と

メ デ ィ ア 活動と の 整合性は高い と思 われる｡

Ⅳ 結果

8 つ の コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン メディ アに対する日本

と中国の 中学生 の 態度に つ い て , メディ ア毎に表 1

から表 8 に まとめた ｡ メディ ア に対する態度項目は

4 6 項目あるが, 日本と中国の いずれか で選択比率が

1 0 % を超えたもの だけを抽出し て い る｡ さらに日本

と中国 の 比較を行うために選択比率 の カイ 2 乗検定

を行 い , 5 % 水準 で有意な差が見られる項目には

*
, 1 % 水準で 有意な差が見られる項目に は * * の

記号を付した｡

1 映画に対する態度

映画 に対する日本と中国の 中学生 の 態度を示して

い る の が表 1 である｡

表 1 メディ ア : 映画

態度項 目 日本 中国 合計

多くの 人 に見ても らえる 25 .8 0 % 2 3
.
3 0 % 2 5 .6 0 % n . S

心 がうきうきする 25
.
9 0 % l l

.
4 0 % 2 4 A O

O/o * *

きばらしには､ も つ て こ い だ 2 3
.
9 0 % 1 5 9 0 % 2 3 .0 0 % * *

気分 て ん かん にな る 24 .1 0 % 1 0 .8 0 % 2 2 .7 0 % * *

自分が主人公になつ たような気持ちになる 23 .0 0 % 12 4 0 % 2 1
.
9 0 % * *

私の ユ メ をみた してくれ る 22 .60
0

/o ll ,0 0 % 21
.
4 0 % * *

心 をしずめ て くれ る 19 .30 % 7
.
60 % 18 .10 % * *

やすらぎを覚え る 1 6
.
8 0 % 5 .40 % 15 .60 % * *

つ かれ て しまう ll .5 0 % 1 6 .10 % 12 00 % * *

お 金が かか る 1 1 70 % 1 4 .7 0 % 12
.
0 0 % n . S

想像力が豊 か にな る 1 2 .5 0 % 4
.
4 0 % l l

.7 0 % * *

あ とで き つ と後悔す る 10 7 0 % 1 8 .5 0 % l l
.
5 0 0/o * *

い やな こ とを忘れ る l l .6 0 % l l .2 0 % l l
.
5 0 % n . S

ま つ たく時 間の む だづ か い だ 9 .80 % 25 .1 0 % l l
.
4 0 % * *

最も選択比率が高 い 項目は ｢多く の 人 に見てもら

える｣ で あり, こ の 項目 に 関して は日本と中国で 共

通 して い る
｡

し か し, それ以外 の 項目 で は日本と中

国に顕著な差が見られる｡ 日本に お い て , 2 0 % を超
えて い る項目を挙さヂて みると,

｢ 心がうきうきする｣

｢ 気晴らし に はも っ て こ い だ｣ ｢ 気分転換 に なる｣ ｢ 自

分が 主人公 に な っ た ような気持ち に なる｣ ｢ 私 の ユ メ

をみた し て くれ る｣ と い っ た情意面で の 肯定的項目

で ある ｡ 日本 の 中学生は映画 に対し て情意面で の 肯

3

定的な態度を持 っ て い る ことがわか る｡

こ れ に対 し て , 中国で選択比率が多 い も の を挙げ

て みると,
｢ 全く時間の むだ づ か い だ｣ ,

｢ あとでき っ

と後悔する｣ ,
｢ つ かれて しまう｣ とい う否定的な態

度項目であり, これらの項目全て にお い て有意な差

が見られる｡ 日本の 中学生 にと っ て映画は こ こ ろが

うきうきし, よ い 気分転換になる の に対 して , 中国

の中学生は映画に 時間を費やす ことは無駄 であると

さえ考えて い る の で ある｡
こ の 理 由として は, 日本

と中国の 中学生 が視聴する映画の 内容が影響して い

ると考えられる｡ 日本の 中学生が映画を見ると い っ

た場合, その内容は娯楽的な映画 である場合がほと

んどで ある.

一

方, 中国 の 中学生が映画を見ると い

う場合, 多くは学校教育 の
一 環として 教育映画を見

る場合の方が多く, 内容も娯楽的なも の でをまない
.

日本と中国の映画に対する態度 の 違 い の 背景に は こ

うい っ た ことが考えられる
｡

2 新聞に対する態度

日本と中国の 中学生 の 新聞に対する態度を示 して

い る の が表 2 で ある｡

表2 メディ ア : 新聞

態度項目 日本 中国 合計

世の中の事が よくわかるようになる 57 .7 0 % 4 7
.
00 % 56 .5 0

0
/o * *

ため になる知識が得られ る 46
.
1 0 % 1 8 .50 % 43 .2 0 % * *

ま じめ な気持ち になる 36 .5 0 % 1 6 10 % 34 40 % * *

い ろい ろなと ころの様子がよくわかる 34 .5 0 % 2 2 .3 0 % 3 3 20 % * *

人はどう生きるべきかを考えさせてくれる 27 .80 % 19
.
7 0 % 2 6 .9 0 % * *

め ん どうだ 28 .00 % 12 0 0 % 2 6 .4 0 % * *

学校で 教えな い こと がわか る 2 1 .30 % 18 7 0 % 2 1
.
10 % n . S

い ろい ろ役立 つ 1 5 6 0 % 2 0
.
3 0 % 1 6 1 0 % * *

仕事や 勉強 に欠 かせ ない 1 5 .30 % 1 0
.
40 % 14 .8 0 % * *

ま つ たく時間の む だづ かい だ 1 5
.
0 0 % 2 80 % 13 .80 % * *

つ かれ て しまう 1 4
.
4 0 % 5 .0 0 % 13 .40 % * *

新しいことに興味をおぼえるようになる l l
.8 0 % 1 7 .5 0 % 1 2 .40 % * *

これからも つ と必要になる 10 50 % 9
.
2 0 % 1 0 ,3 0 % n . S

最も選択比率が高 い の は ｢世 の 中 の こ とが よく分

かるように なる｣ で あり, 日本で は5 7
.
7 %

, 中国でも
4 7

･
0 % の 子 どもが 選択 し て い る｡ こ の こ とか ら, 日

本と中国の 子 どもも新聞 の 提供する情報 の 特性を理

解 して い る こ とが伺える
｡ 日本で2 0 % 程度選択され

て い る項目 を取 り上をヂて み ると, 日本 の 中学生 に

と っ て新聞は ｢ ため に なる知識が得られる｣ ば か り

で な く ｢ ま じ めな気持ち に なる｣ ｢ い ろ い ろな と こ
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ろ の 様子がよく分 か る｣ ｢ 人はどう生きる べ きかを考

えさせ てくれ る｣ とな っ て い る ｡ これらの 項目に お

い て 中国と有意な差が見られる こ とから, 新開 の 持

つ 情報性や情意面で の 肯定的な態度は, 日本 の 中学

生 の 方がより明瞭に形成されて い ると思われる ｡

一

方 で , 日本 の 中学生 に と っ て ｢ めん どうだ｣ ｢全く

時間 の むだ使 い だ｣ ｢ つ かれ て しまう｣ と い う否定

的な態度も持 っ て おり, ア ン ビ バ レ ン ス があると い

える｡

中国の 中学生に つ い て 選択比率が高い もの を挙をヂ

ると,
｢ い ろ い ろなと こ ろ の 様子が よく分かる｣ ｢ い

ろ い ろ役立 つ｣ ｢ 人はどう生きる べ きかを考えさせ て

くれる｣ ｢ 学校で教えな い こ とが分か る｣ などで あり,

情報提示機能 に関する態度や, 有用性 に対する態度

の 形成がなされて い る こ とが分かるが, 日本ほ ど明

瞭で あるとは言えな い
｡

一

方で ,
｢ めんどうだ｣ ｢ つ

かれて しまう｣ と い っ た読む こ と に 必要とされる認

知的な負荷 に対する否定的な態度項目 の 選択比率

は, 日本に おけるも の ほ どは高くな い
｡

こ の こ とか

ら, 中国 の 中学生 の ｢読む｣ こ とに対する抵抗感は

日本ほ ど高くな い と い えるかもしれな い
｡

3 漫画に対する態度

日本と中国の中学生 の 漫画に対する態度を示 して

い る の が表 3 で ある｡

表3 メ ディ ア : 漫画

態度項目 日本 中国 合計

私 はな んて 怠け者だ ろう 49 10 % 10 .6 0 % 4 5 0 0 % * *

おもしろく て や め られ ない 44 6 0 % 2 3 9 0 % 4 2 4 0 % * *

夢 中にな つ て し まう 32 .9 0 % 2 1
.
9 0 % 3 1 7 0 % * *

ま つ たく勉 強の 邪 魔にな る 3 2 5 0 % 1 4 10 % 3 0
.
6 0 % * *

も つ と ほかの こ と をす べ きだ 31 5 0 % 1 2 2 0 % 2 9 50 % * *

あ とで き つ と後悔する 3 0 5 0 % 1 4 7 0 % 28 90 % * *

自分が主人公になつたような気持ちになる 28 8 0 % 1 7 10 % 27 .50 % * *

誰 が何 とい つ て もや め られな い 2 8
.
30 % 6 60 % 2 6 0 0 % * *

きば ら しに は ､ も つ て こ い だ 26 4 0 % 13 1 0 % 2 5 0 0 % * *

私の ユ メ をみた し て くれ る 20 7 0 % 3 9 2 0 % 2 2 6 0 % * *

気分 て ん かん に なる 2 2 9 0 % 6
,
4 0 % 2 1 2 0 % * *

想像 力が豊 か に な る 1 7 6 0 % 5 1
ー
8 0 % 2 1 10 % * *

考 え事 を しな くな る 2 2 40 % 8 80 % 2 0 90 % * *

心 が うきう きする 2 1 60 % 13 1 0 % 20
.
7 0 0

/o * *

ま つ たく暗 闇の む だづ かい だ 18 .
20 % 16 5 0 % 1 8 0 0 % * *

い や な こと を忘れ る 18 2 0 % 12 9 0 % 1 7 7 0 % * *

こ んな に楽 しい 時 間 はない 1 1 9 0 % 1 0 0 0 % 1 1 7 0 % n S

漫画 に つ い て は, 日本と中国 の 態度は対照的であ

ると い える ｡ 日本で 選択比率 の 高 い もの を見て い く

と ｢私はなん て 怠け者だろう｣ ｢ おもし ろくて やめ

られな い｣ ｢夢中 に な っ て しまう｣ ｢ 全く勉強 の 邪魔

になる｣ ｢ も っ と他 の こ とをす べ きだ｣ ｢ あとで き っ

と後悔する｣ ｢ 自分が主人公 にな っ たような気持ちに

なる｣ ｢ 誰がなんと い っ て もやめられな い｣ ｢ 気晴ら

し にも っ て こ い だ｣ と い っ た項目が並ん で い る｡
つ

まり, 日本 の 中学生 にと っ て は漫画を読む ことは勉

強 の 邪魔になり, 漫画に夢中 にな っ て い る自分は怠

け者で あると感じながらも, おもしろくてやめられ

ず, 夢中にな っ て しまうとい う の であり, 強い ア ン

ビバ レ ントが存在する｡

一

方, 中国に お い て選択比率 の 高 い も の を見て い

くと
,

｢ 想像力が豊か になる｣ が最も高く, 5 1
.
8 % で

ある｡ 次 い で ,
｢ 私 の ユ メをみた し てくれる｣ ｢ おも

し ろくて やめられな い｣ ｢ 夢中 にな っ て しまう｣ と

い っ た情意的な肯定的態度と娯楽性に関する態度で

ある｡
｢ 全く時間 の むだ づ か い だ｣ ｢ あと でき っ と後

悔する｣ と い う否定的な態度も見られて い が, 日本

ほどで はない
｡

こう い っ た漫画に対する態度 の 差は, 日本と中国

で の 漫画 の 意味合い の 違 い が反映して い るかも知れ

な い . 日本で は漫画と い えば数ペ ー ジから数十 ペ ー

ジ にわたる ス ト
ー

リ
ー 性 の ある漫画が思 い 浮かぶ

.

し かし, 中国で はそう い っ た長編もな い わけで はな

い が, む し ろ 1 コ マ から数 コ マ で 日常生活や国際政

袷, 社会問題などを風刺的に描い た漫画が多 い の で

あり, 娯楽的なメデ ィ ア で ある日本 の 漫画とは大き

く異なる｡ こう い っ た事情から, 中国 の 中学生は日

本 の 中学生 ほ ど漫画 に の めりこ んで おらず, ク
ー ル

な態度をと っ て い る の かも知れな い
｡

4 読書に対する態度

日本と中国 の 中学生 の 読書に対する態度を示して

い る の が表 4 で ある
｡

表 4 メディ ア : 本

態度項 目 日本 中 国 合計

ま じめな気持 ち に なる 4 7 90 % 5 6 2 0 % 4 8 8 () % * *

想像 力が豊 か に な る 50 90 % 7 40 % 4 6 .30 % * *

心 を しず めて くれ る 37 9 0 % 3 9 80 % 38 .10 % n S

人はとう生きるべ きかを考えさせてくれる 36 3 0 % 29 1 0 % 35 6 0 % * *

つ かれて しま う 3 0 3 0 % 2 3 9 0 % 29 7 0 % * *

自分が達人公になつ たような気持ちになる 2 9 9 0 % 1 0 8 0 % 2 7 9 0 % * *



子ども の メ ディ ア に 対する態度 の 日 中比較

め ん どうだ 30 .2 0 % 5 4 0 % 27 6() % * *

やす ら ぎを覚える 20 .3 0 % 3 5 .9 0 % 2 1 .9 0 % * *

た めにな る知識が得られ る 1 4 .2 0 % 6 1 .60 % 19 .2 0 % * *

仕事や勉強 に欠 かせ ない 1 5 .4 0 % 4 0 .6 0 0/o 18 0 0 % * *

私 の ユ メ をみた して くれ る 1 5 3 0 0/o 8 20 % 14
.
6 0 % * *

ま つ たく時 間の むだづ かい だ 1 5
.
6 0 % 1

.6 0 % 14 .20 % * *

学校で 教えない こ とがわ か る 1 0
.5 0 % 2 4 .5 0 % l l .90 % * *

も つ とほか の こ とをすべ きだ 9 .8 0 % 1 4 5 0 % 10 .30 % * *

読書 に つ い て は, 日本は本を情意面 で の肯定的な

面から捉えて い る の に対して , 中国で は情報提示機

能に着目し, 有用な情報を提供してくれるメディ ア

と して捉えて い る
｡ 全体として みると, 最も選択比

率が高い の は ｢ま じめな気持ちになる｣ であり, 本

を読む ことは中学生 にと っ て 真剣な気持ちになると

い う点 で は両国で共通して い る｡ 日本が中国に比 べ

て 有意 に多い 項目を上位からみ て い くと,
｢ 想像力

が豊か になる｣ ｢ 人はどう生きる べ きか考えさせ てく

れる｣ ｢ つ かれて しまう｣ ｢ 自分が主人公にな っ た よ

うな気持ちになる｣ ｢ めん どうだ｣ とい っ た項目 で

ある
｡ 日本 の 中学生 は, 情意面 で の 肯定的態度 を

も っ て い るとともに, 本を読む ことはめんどうで ,

つ かれるとも感じて い るともい える｡

中国 の 中学生 の 選択比率 で 高い もの を見て い く

と,
｢ ため になる知識が得られる｣ ｢ 仕事や勉強に 欠

かせない｣ ｢ 学校で 教えな い ことが分か る｣ などが

日本 に比 べ て 高い こ とが分か る｡
｢ 心をしずめ てく

れる｣ ｢ 人 はどう生きる べ きか考えさせ て くれる｣

とい っ た項目もかなり多く選択されて い るもの の ,

中国で は情報性に関する項目が多く, 情報を得るた

め の 有用なメディ ア として本を見て い る ことがわか

る ｡ また ｢ 想像力が豊かになる｣ で は日本の選択比

率が5 0 % を越える の に対して 中国にお い て はわずか

7 % にとどま っ て い る
｡

こう い っ た態度 の 背景とし

て , 中国 に おける本 の メデ ィ ア として の 位置づ けが

考えられる｡ 中国 に お い て は, 大学 - の 進学を考え

る中学生にと っ て , 日本の 高等学校段階に当たる上

級学校 に進学するかは大きな意味をもつ
｡ 進学率 の

高 い 上級学校 に進学する こ とは大学進学 に非常 に有

利に なる実態がある｡ そ の ため, 中学生段階で の い

わ ゆる受験準備が大きな意味を持 つ
Q 中国 に あ っ て

は, こ の 受験準備 の ため に本を読んで 情報を得る こ

とが多 い こ と から, 本が娯楽や精神 の 平静を得るた

め の メ デ ィ ア と い うよりも情報を得るため の メ デ ィ

ア と し て捉えられ て い る の かも知れ な い
｡ また新聞

の 時と同 じく, ｢ めんどうだ｣ ｢ つ か れ て しまう｣ と
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い っ た態度項目の選択比率は低く, 文字を読む こと

に対する抵抗感は日本ほ どで はない こ とが分か る｡

5 テ レビに対する態度

日本と中国の中学生 の テ レ ビに対する態度を示 し

て い る の が表 5 である
｡

表5 メ ディ ア : テ レビ

態度項目 日本 中国 合計

ま つ た く勉強の 邪魔に なる 36
,9 0 % 4 3 .80 % 3 7 .6 0 % * *

誰が何とい つ て もやめられな い 32 .7 0 % 19 7 0 % 3 1 4 0 % * *

話の たね をあ たえて くれ る 33 .5 0 % 7
.
0 0 % 3 0

.
7 0 % * *

いろいろなと ころの様子がよくわかる 28 6 0 % 2 3 90 % 2 8 .1 0 % *

私 はなん て 怠け者だ ろ う 26
.
1 0 % 3 2 5 0 % 26 80 % * *

夢中にな つ て しまう 22
.30 % 2 7 .5 0 % 2 2 80 % * *

おもしろく てやめられ な い 22 70 % 1 9 1 0 % 2 2 .30 % n S

気分て んか ん になる 21 .5 0 % 19 .3 0 % 2 1
.
20 % n . S

考え事をしなく なる 20 .80 % 24
.
5 0 % 2 1

.2 0 % a . S

きばら しには
, も つ て こい だ 19

.
20 % 22 .9 0 % 1 9 .60 % n S

心 がうきうきする 1 8 .20 % 21 .9 0 % 1 8 .6 0 % *

こ んな に楽しい 時間は ない 1 8 .5 0 % 17 .70 % 1 8
.
4 0 % n . S

新しいことに興味をおぼえるようになる 18 .3 0 % 1 4
.
10 % 1 7 .9 0 % *

い やな こ とを忘れ る 1 7 4 0 % 2 0 .90 % 1 7 .8 0 % n . S

あ とで き つ と後悔する 16 .0 0 % 19 .9 0 % 16 .4 0 % *

私 の ユ メ をみ た して くれ る 15 .7 0 % 1 3 .3 0 % 1 5
.
4 0 % n S

も つ とほか の こ と をすべ きだ 14 .3 0 % 1 4
.
1 0 0

/ o 1 4 30 % n S

多く の 人 に見て も らえる 13
.
10 % 1 4 .9 0 % 1 3 .30 % n . S

世の中の事が よくわかるようになる 12 .1 0 % 20 .9 0 % 1 3 .0 0 % * *

やすらぎを覚える 12 .0 0 % 39 8 0 % 1 2
.
8 0 % * *

学校で 教えない こ とがわ か る 12
.
3 0 % 6

.6 0 % ll .7 0 % * *

テ レ ビに対する態度にお い て は, 他 の メディ アほ

ど日本と中国 の 間に差がな い と い える｡ 有意な差が

な い項目と し て ,
｢ おもしろくて やめられな い｣ ｢気

分転換になる｣ ｢ 考えことをしなくなる｣ ｢ 気晴らし

にも っ て こ い だ｣ ｢ こ んなに楽しい 時間はない｣ ｢ い

やな ことを忘れる｣ とい っ た娯楽性に つ い て の 態度,

情意面 で の 態度で ある ｡ 差 がある項目を挙げると,

日本で は ｢ 誰が なんと い っ てもやめ られ な い｣ ｢話
の 種を与えてくれる｣ ｢ い ろ い ろなと こ ろ の 様子 がよ

くわ かる｣ ｢ 新 し い こ と に興味をお ぼえるように な

る｣ と い っ た娯楽性, 交流性, 情報性 に つ い て の 肯

定的な態度項目 である ｡ これに 比 べ て , 中国 の 方が

有意 に選択比 率 の 高 い 項目を挙げると,
｢ 全く勉強

の 邪魔に な る｣ ｢私 はなん て怠け者だ ろう｣ ｢夢中に

な っ て し まう｣ ｢ JL ､ がうきうきする｣ ｢ あと でき っ と
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後悔する｣ と い っ た否定的な態度項目で ある ｡
こう

い っ た否定的態度項目は日本で は漫画 に つ い て 多く

選択されて い た
｡ 日本 の 中学生 の 漫画に対する態度

に近いも の を, 中国 の 中学生はテ レ ビに対し て も っ

て い るとい える ｡ 前述 の ように中国に お ける漫画は

日本 の も の と比 べ て それほ ど娯楽性が高いわけで は

なく, 社会風刺などをテ ー マ と した数 コ マ の も の で

ある｡ それと比 べ れば, テ レ ビは娯楽性が高 い ｡ 以

上 の ような背景が, 日本と中国 の テ レ ビに対する態

度 の 差とな っ て い る の かもしれな い
｡

6 会話に対する態度

日本と中国の 中学生 の 会話に対する態度を示 して

い る の が表 6 で ある ｡

表6 メ ディ ア : 会話

態度項目 日本 中 国 合計

い つ し よ に何かが で きる 79 .0 0 % 5 4 6 0 % 7 6 50 % * *

私の なやみ を解決するの に役立 つ 7 1 .5 0 % 3 7 10 % 6 8 00 % * *

さび しい 気 持ち をやわ らげる 58 6 0 % 4 8 2 0 % 5 7 50 % * *

私の よわ い 心をは げま して くれ る 5 9 7 0 % 2 7
.
50 % 5 6 30 % * *

私の い い たい こ と をい つ て くれ る 5 2 .7 0 % 6 6
.
70 % 54 2() % * *

こ んな に楽 しい 時間 はない 53 00 % 3 1 50 % 50 .8 0 % * *

話の たね をあ たえて くれ る 3 6 90 % 4 4 .4 0 % 37 7 0 % * *

い や な こ と を忘れ る 3 7
_
30 % 26 9 0 % 36 2 0 % * *

やす らぎをお ぼえ る 34
.
50 % 17 5 0 % 3 2 7 0 % * *

心 がうきうきする 18 90 % 16 .9 0 % 1 8 7 0 % n S

考え事を しな くな る 19 .80 % 7 8 0 % 1 8 5 0 % * *

知らな い 人 と友達になれ る 15 1 0 % 3 0 .5 0 % 1 6 7 0 % * *

気分て んか んにな る 13 5 0 % 4 3 4 0 % 1 6 .6 0 % * *

誰が何とい つ て もや め られな い 1 5 4 0 % 1 4 5 0 % 1 5 3 0 % n S

きば ら しには ､ も つ て こい だ 1 4 8 0 % 9 .60 % 14
.
20 % * *

心 をしずめ て く れる 1 3 0 0 % 9 00 % 12
.
60 % 辛

何で もで きちや う 1 1 0 0 % 13 50 % ll .30 % n S

会話 に つ い て は, 日本と中国で共通 し て 交流性や

情意面 で の 肯定的 な面に お い て 多く選択され て い

る0 日本 の 子 ども の 方が選択率 の 高 い 項目を挙をずる

と,
｢ い っ し ょ に何かが で きる｣ ｢私 の 悩み を解決す

る の に役立 つ｣ ｢ さび し い 気持ち をやわらげる｣ ｢ わ

た し の 弱 い 心 をはげま し て くれ る｣ ｢ こ んな に楽し い

時間はな い｣ ｢ い やな こ とを忘れ る｣ ｢ やすらぎをお

ぼえる｣ で ある｡ 日本 の 子 どもたち は, 実際に は友

人 関係が希薄で あると い われ て い るが, 子 ども の 中

に ある対人 コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン に対する潜在的渇望

が , こう した形で現れ て い るとも推測され る｡
こ れ

に対して 中国 の 子ども の 方が選択率 の 高 い 項目を挙

げる と,
｢ わた し の い い た い こ と を い っ て くれ る｣

｢ 話し の たねをあたえてくれる｣ ｢知らない 人と友達

になれる｣ と い っ た交流面や情意面 で の 肯定的な態

度の 形成がみ られる ｡
｢ い っ し ょ に何か が できる｣

｢ さびし い 気持ちをやわらをヂる｣ ｢私 の 悩みを解決す

る の に役立 つ｣ と い っ た項目も多く選択されて おり,

会話に対する態度は か なり日本と中国で共通 し て い

ると い える｡

7 イ ンタ ー ネ ッ トに 対する態度

日本と中国の 中学生 の イ ン タ
ー ネ ッ ト に対する態

度を示 して い る の が表 7 で ある｡

表 7 メ ディ ア : イ ンタ
ー ネ ッ ト

態度項目 日本 中国 合計

世界 と つ なが る 83 3 0 % 7 4 .7() % 8 2 40 % * *

調 べ るの に便利 だ 8 1
.
8 0 % 6 8 9 0 % 8 0 50 % * *

知りたい こ とが すぐわ か る 7 8 10 % 5 5 2 0 % 7 5 70 % * *

何でもで きち や う 6 2 9 0 % 5 7 60 % 62 40
0
/
/
o

*

E

い ろい ろな こ とが手 には い る 6 1 70 % 60 80 % 61 ,60 % n S

知らな い 人と友達になれ る 59 .00 0
/o 58 60 % 59 0 0 % n S

い ろい ろ役立 つ 48 2 0 %
‖

28 70 % 46 .1 0 % * *

こ れか らも つ と必要にな る 44 3 0 % 39 6 0 % 43 8 0 % * l

仕事や勉強 に欠かせ な い 44 90 % 33 3 0 % 4 3 7 0 % * *

新しいことに興味をおぼえるようになる 38 5 0 % 4 0 8 0 % 3 8 .8 0 % n S

-｣

多く の 人 に 見て もら える 3 9 4 0 % 3 2 .7 0 % 3 8 .7 0 % 磨
お金がかか る 37 1 0 % 2 7 1 0 % 3 6 1 0 % * *

学校で 教えない こ とが わか る P 3 4 0
0
/ o 3 3 1 0 % 3 3 4 0 % n S

め んどうだ 2 3 1 0 % 3 4 9 0 % 2 4
.
3 0 % * *

いろいろなところの様子がよくわかる 2 1 ユ0 % 4 2 4 0 % 2 3 .
40 % * *

た めに な る知識が得られ る 2 3 8 0 % 12 .2 0 % 2 2 .60 % * *

世の 中の 事がよくわ かるよ うになる 2 2 50 % 2 2 3 0 % 22 50 % n S

つ かれて しまう 2 1 ,60 % 17 90 % 21 2 0 % n , S

夢中 にな つ て しま う 13 30 % 26 90 % 14 .7 0 % * *

おも しろくて や め られな い 8 8 0 % 33 1 0 % 1 1 3 0 % * *

私 の ユ メ をみ た し て くれ る 10 3 0 % 19 .3 0 % l l .2 0 % * *

考 え事 を し なくな る 10 6 0 % 13 5 0 % 1 0 9 0 % * *

私 の い い た い こ とをい つ て くれ る 10 0 0 % 1 1 6 0 % 1 0 2 0 % n
_

S

私の なやみ を解決 す るの に役 立 つ 9 5 0 % 1 4 7 0 % 1 0 0 0 % * *

日本をみ て みると,
｢ 世界と つ ながる｣ ｢調 べ る の

に便利だ｣ ｢知りた い こ と がすぐ分か る｣ ｢何でもで

きち や う｣ ｢ い ろ い ろな こ とが手 に 入 る｣ と い う,

情報提示機能や コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン の 拡張機能に つ

い て の 項目 が多く選択され て い る ｡
こう い っ た項目



子ども の メ デ ィ ア に 対する 態度 の 日 中比較

は中国に つ い て もす べ て5 0 % を超えて おり, イ ン

タ
ー ネ ッ ト の 持 つ 情報 の 提示機能や, 交流 の 機能 に

つ い て は両国とも共通に形成されて い る ことがみ て

とれる ｡ イ ン タ
ー

ネ ッ トは世界 に つ なが っ て おり,

簡便な操作で多様な情報を得る こ とが出来る有用な

メディ ア で あるという認識を日本と中国 の 子どもた

ちはも っ て い ると い える｡

次い で ,
｢ 知らな い 人と友達になれる｣ で あり,

両国ともに6 0 % 近い選択率とな っ て い る｡
こ の 項目

で イ ン タ ー ネ ッ トに次ぐメディ アをみ て み ると日本

で は携帯電話, 中国で は友達と の 会話 である ｡ こ こ

で いう交流は, もちろんメ
ー

ル などを利用 したネ ッ

トワ ー

ク を介 した交流 で もあろうが, そ の ような

ネ ッ トワ
ー

クを介した交流から直接の対面による対

人 コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン - の 拡大 の 可能性をも示 して

い る の かも知れない ｡

さらに, ｢ い ろ い ろと役に立 つ｣ ｢ これからも っ と

必要に なる｣ ｢ 仕事や勉強に欠かせな い｣ ｢ 新しい こ

と に興味をおぼえるようになる｣ ｢ 多くの人に み て も

らえる｣ という, 社会的な有用性に つ い て の 態度が,

両国に共通して形成されて い る ことがわかる ｡ 全体

とし て , これら の 項目に つ い て の 選択比率は日本 の

方が有意 に高い こ とか ら, イ ン タ
ー ネ ッ トの 情報

悼, 交流性, 社会的な有用性に つ い て の 態度は, 日

本と中国で共通して い るも の の , そ の 度合い は日本

の 方がより高いと言える｡

一 方, 中国 の 子 どもは ｢ め んどうだ｣ ｢ い ろ い ろ

なと こ ろ の 様子が よく分かる｣ ｢ 夢中にな っ て しま

う｣ ｢ おもしろくてやめられない｣ と い っ た項目で

の 選択が多い ｡ 中国の 子 どもは, イ ン タ ー ネ ッ トを

使う こ と で様々 な情報を容易に得る ことが出来, お

もしろくて 夢中に なるが, 面倒でもあると感じて い

る｡

8 携帯電話に対する態度

日本と中国の 中学生 の 携帯電話に対する態度を示

して い る の が表 8 で ある
｡

表 8 メ デ ィ ア : 携帯電話

態 度項 目 日本 中国 合計

い つ で も連絡で きる 9 2 .5 0 % 6 1
.
8 0 % 89 .3 0 % * *

お金が かか る 4 2 .9 0 % 5 1
.
2 0 % 4 3 80 % * *

こ れか らも つ と必要 にな る 22
.6 0

0
/o 6 .2 0 % 2 0

.
9 0 % * *

ま つ た く時間の むだ づ か い だ 2 0
.
40 % 18 .30 % 2 0 .2 0 % n . S

知 らない 人と友 達に なれ る 1 9 .70 % 2 60 % 1 7 .9 0 % * *

あと で き つ と後悔 す る 1 6 .0 0 0/ o 2 0 .90 % 16
.5 0 % * *

7

い ろ い ろ役立 つ - 17
.
90 % 1 2 0 % 1 6 .1 0 % * *

も つ とさまか の こ とをす べ きだ 14 50 % l l
.
2 0 % 1 4 .2 0 % 辛

何 で もで きちや う l l
.
60 % 8 0 0 % l l .2 0 % *

私 の い い た い こ とをい つ て くれ る 1 0 .3 0 % 17 7 0 % l l . 10 % * *

日本で は ｢ い つ でも連絡 できる｣ ｢ これからも っ

と必要になる｣ ｢全く時間 の むだ使い だ｣ ｢ 知らない

人 と友達になれる｣ ｢ い ろ い ろと役立 つ｣ ｢ も っ と他

の こ とをす べ きだ｣ ｢ なん で もできちゃ う｣ とい っ

た項目で 中学よりも選択率が有意 に高い
｡ ことに,

｢ い つ で も連絡が できる｣ ｢ 知らない 人と友達になれ

る｣ と言 っ た項目 の高さは, 日本における携帯電話

の ネ ッ トワ
ー

クの 普及や, メ
ー ル機能などのサ ー

ビ

ス の 充実と い っ た実態が背景 にある の か もしれな

い
｡

一

方 で , 携帯電話 に対 して , 時間をむだ に使 っ

て しま い , 他にする べ き ことがあるというようなあ

る種の ア ン ビ バ レ ン スもみ られる｡

中国で は,
｢ お金がかかる｣ ｢ あとで き っ と後悔す

る｣ という項目で 日本よりも高く,
｢ これからも っ と

必要になる｣ とはさほど思 っ て い ない
｡ また, 携帯

電話で ｢知らない人と友達になれる｣ とはほとんど

思 っ て い ない
｡ 日本にお い て 携帯電話関連 の サ ー ビ

ス は急速に普及して い る｡ 携帯電話 の持 つ イ ン タ
ー

ネ ッ ト接続機能, メ ー ル送受信機能, 画像送受信機

能は コ ン ピ ュ
ー タ に匹敵するも の で ある｡ そ の よう

な新たな機能を生か した各種サ ー

ビス が展開され,

実際日本で は携帯電話 で ｢ 知らな い 人と友達になれ

る｣ の で あ っ て , それが新たな社会問題にも発展 し

つ つ ある ほ ど で ある｡ 日 中 の 差は, こうい っ たメ

ディ ア を取り巻く環境の 違い を反映して い る の かも

知れない ｡

Ⅴ まとめ

絵画投影法による日本と中国の中学生 の メディ ア

に対する態度 に つ い てまとめ て い こう｡ 本調査 で

は, 文字メディ ア (新聞, 本) , 映像メ ディ ア (痩

画, 映画, テ レ ビ) , 電子メデ ィ ア ( イ ン タ
ー ネ ッ ト,

携帯電話) , 会話 に つ い て検討した｡ メデ ィ ア ごと

に 日本と中国 の 特徴を, 生田
･ 呉 (2 0 0 1) の 日本と

中国 の 小学生 の 比較研究とも比 べ なが らまと める

と, 次 の ように なる｡

1 文字メ ディ ア

本に つ い て は, 日本 の 中学生は情意面で の 肯定的

な態度が見られ る の に対し て , 中国で は知識 の 獲得



8 新潟大学教育人 間科学部紀要 第 6 巻 第 1 号

や有用な情報を提供して くれるメデ ィ ア と し て扱え

て い る
｡

こ れは, 小学生 に お い て 中国の 子 ども の 方

が利便性に対する態度が強か っ た傾向と似て い る｡

新聞に つ い て は, 日本 の 子 どもの方が新聞 の 持 つ 情

報提供 の機能や, 情緒的な機能に対する態度が強 い

傾向がある o 中国の子どもは, 情緒的な面 - の 肯定

的な態度はさほどでもなく, 情報性や有用性に つ い

て は, 日本と似た態度を形成して い るも の の , 日本

ほ ど顕著 で はな い
｡

こ の 結果も, 小学生 で の 比較研

究と似通 っ て い る｡ また, 文字 に対する抵抗感は日

本の方が強 い 傾向がある｡

2 映像メ ディ ア

テ レ ビに つ い て は, 両国ともに情緒的肯定と否定

的態度が存在 し ,
｢ おもしろくて やめ られな い｣ が

｢ 全く勉強 の 邪魔 になる｣ とも思 っ て い る ｡ 日本は

娯楽性, 交流性, 情報性 に つ い て の 肯定的態度が中

国に比 べ て 顕著で ある の に対して , 中国は否定的態

度が顕著 であり強 い ア ン ビ バ レ ン ス がみ られる ｡ 対

照的な の が漫画で , 日本 の 方が肯定的態度 の 裏腹 に

強 い 否定的態度があり, ア ン ビ バ レ ン ス が存在す

る ｡ 漫画 に つ い て は中国にも情緒的肯定と否定的態

度が存在するも の の , 日本ほど否定的態度が強 い わ

けで はな い ｡ こうい っ た傾向は小学生とほ ぼ共通す

るもの で あ っ た ｡ また, 映画に対して 中国 の 中学生

は否定的態度, 日本の 中学生 は情緒的肯定をも っ て

おり, こ の傾向も小学生と の 高 い 共通性がある｡

3 電子メ ディ ア

日中の 中学生 にはイ ン タ
ー ネ ッ トの 情報性, 利便

悼, 社会的有用性に つ い て の 態度は日本と中国で か

なり類似して い る｡ これは, 小学生 で の 結果と共通

して い る｡ ただ し, 選択比率自体を比較すると, 日

本 の 方がより明瞭 に こう い っ た態度を形成 し て い る

とも言える｡ 携帯電話に つ い て は, 利便性, 否定的

態度 に お い て 両国で 共通 の 態度が見られる の に対し

て , 交流可能性, すなわち ｢ 知らな い 人と友達 に な

れる｣ と い っ た項目で は日本が高く, 中国 で は ｢ お

金 が か か る｣ ｢ あと で き っ と後悔する｣ と い っ た否

定的態度が強 い ｡ こう い っ た傾向も, 小学生 で の 結

果と共通性は高 い ｡

付 記 : 本 論 文 は
,

T a k a s h i l k u t a et . al ･

,

c o m p a r a ti v e R e s e a r c h a b o u t t h e A t tit u d e of

c h ild r e n i n J a p a n a n d C h in a t o w a r d s t h e M e di a
,

p a p e r p r e s e n t e d a t t h e A n n u a l C o n f e r e n c e of

E C E R -2 0 0 2 ,
L i s b o n

,
P o rt u g a l に加筆 ･ 修正 を加え

たも の である ｡
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